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＜連絡事項＞

· 本日、入院予定だった患者様(小田桐譲様、30歳アルコ－ル依存症)ですが、本人が入院を拒んだため中止となっています。ただ、家族は入院させたい様子で、次回の外来日は、4月7日(土)の予定となっています。(本日、採血行い結果を聞きに来るそうです)その際に、そのまま入院になる可能性があります。
· 期日前投票について、全職員必ず行き投票しましょう。

～期日前投票送迎バスの案内～

期間：4月5日(木)～4月7日(土)の3日間。

時間：①12時30分、病院出発　　戻り13時15分、予定

②15時、本部前出発　　　 戻り15時45分、予定

＜患者様連絡事項＞

· 駒木学様～昨日、呼気時に両脇腹の疼痛があり心臓も止まりそうになる、午後の作業

の時も両脇腹が痛くなって胸の中央も痛くなったと不安を訴えている。主治医(川端Dr)に報告し、診察。呼吸音異常ないが胸部レントゲンの指示があり、それを見てから服薬についても検討してみるとのこと。本日、胸部レントゲン施行し異常所見なし。療養環境変更のため、東病棟Ｂユニットより西病棟Ｂユニットへ転出となっています。

· 及川宏子様～主治医(川端Dr)より、現状や今後について母様と本人との三者面談の話

があり、4月9日(月)10時30分に母様に来院してもらうようにとの指示ある。その旨を、母様に連絡し主治医の指定した日と時間でよいとのことで主治医へ報告しています。面談場所については、最初は外来の診察室か応接室にて母様と主治医のみで話をし、その後病棟(診察室が空いてないようなら、病棟のホール)にて母様と本人と主治医とで話しをするとのこと。また、衣類についても本人は母様の持参したものは着たくないと話しており、下着もほとんどないことから業者のカタログを見て発注することとしています。(母様には許可済み)その際、下着のみではなく普段着るような服も一緒に発注するようにと主治医より指示あり、本日カタログが届いたため本人に選んでもらっています。入浴についても、主治医より必ず女性スタッフが促し介入するようにし、全スタッフ周知徹底するようにとの指示あります。
＜田名部Drケースカンファ＞

· 安達貴浩様

スタッフより～喫煙について、現在1日15本を朝に渡し自己管理してもらっているが「もっと増やしてもらえないべが」と話してくることが頻回に聞かれている。また、電話の回数が頻回で父親と電話ごしにけんかすることあり、本人は「もう、どうでもいい！」とイライラしていた様子だが、話を傾聴することで落ち着いており行動化することはない。プログラムは熱心に取り組んでいることを情報提供しています。

主治医より～喫煙については、今まで通り1日15本がベストであり本数は増やさない。今後は西病棟に移りたいと本人希望しているため、そちらを目標にして易怒性を抑えた生活を続けて頂くこととする。プログラムも熱心に参加しているため、続けさせるようにして下さい。

· 北山幸広様

スタッフより～躁転の兆しは見られないが、プログラムも休みがちで臥床傾向にある。食事も1日2食となっており、昼食を食べないことが多いことを情報提供しています。

主治医より～本人は、憂うつ気分や重苦しい気分、意欲の低下の方も軽減してきている。朝と夕の食欲は自然にある様子なので、現在の処方は変えずに継続とする。躁転に注意し、些細な変化も見逃さないようにして下さい。

· 木村誠様

スタッフより～入院して3日が経過し、徐々に病棟生活に慣れてきた様子で日課も問題なく行なっている。食前の血糖測定やインスリン注射も、自分で行なっており手技も問題ない。ただ、買い物の際に菓子類やジュース類を購入しようとすることあり明確な基準を決める必要がある。アルコールプログラムも本格的に行なっていくことを情報提供しています。

主治医より～治療方針としては、3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラムを行なってもらう。糖尿病と肝硬変があるため、身体管理の必要もある。血糖測定とインスリン注射は継続とし、血糖値の変化に注意する必要がある。間食については、基本的に三度の食事を中心として『お茶、ブラックのコーヒー、せんべい(甘くない物)、漬物(本人、おばが漬けたシソ漬けを食べたいと希望しているため、おばが漬けたシソ漬けのみ)』は許可とする。全スタッフ、周知徹底するようにして下さい。また、ふりかけの希望も聞かれたが糖分を含んでいるため不許可とする。今後は、断酒意志の確立のためにもアルコール依存症治療プログラムを継続して行うようにして下さい。

· 中村松五郎様

スタッフより～入院して2日が経過し、食事や水分摂取時のむせ込みもほとんど見られず摂取できおり食べもよい。バイタルも異常なく経過する。日中は傾眠傾向にあるため、車椅子にて過ごしてもらったりしていることを情報提供する。

主治医より～南病棟から八戸赤十字病院脳神経外科へ転院し加療を終えてきたのだが、八戸赤十字病院では抗けいれん剤の使用はなかった。この1年に2度けいれん発作をおこしており脳器質性の病変の進行もあると考えられるため、本日より抗けいれん剤を処方することとする。今後は、認知症の治療というよりは身体管理が中心となってくる。いずれは南病棟への転出も考えている。けいれん発作に注意し、これ以上レベルを下げさせないようにして下さい。

· 佐々木尚子様

スタッフより～相変わらず菓子を隠し持っていたり、他患者様よりパンをもらっていたりとしており菓子に対する衝動を抑えられない様子。その都度、注意指導しているが自己洞察できずスタッフに対する不平や不満のみがたまっている状態。食事は各食全量摂取できており、体重は34.0㎏台をキープできていることを情報提供する。

主治医より～先週より、各食事の主な内容と食事の時の感想を書いてもらうようにしている。また、菓子が欲しくなった時もその気持ちを書いてもらうようにしている。内容からは、食事に関してやや好き嫌いが強く出ることがあったり菓子に対する衝動が高まったりすることが伺える。今後も、これらのものは継続することとする。また、服薬調整として精神神経用剤を追加することとする。

· 坪邦俊様

スタッフより～入院して8日が経過し、興奮や粗暴的となることはなく拒否や拒薬も見られない。ただ、帰宅要求が頻回で説明に対しても理解力乏しい。疎通もとれないことが多く、見当識障害も著明に見られている。夜間の睡眠については、ある程度確保できていることを情報提供する。

主治医より～興奮や易怒性はなく経過しているため、現在の処方を継続することとする。本人の話では、夜間就床時などに「両手に鏡を持った人が居る」と感じることがある様子。依然として見当識障害は認められるが、自室やトイレが時々分からなくなるとの自覚は多少なりともある。いずれは南病棟への転出も考えている。これ以上レベルを下げさせないように、関わりを持つようにして下さい。

· 棟方直浩様

スタッフより～最近は、興奮したり大声を出したりということはなく歯磨き粉などへの固執も以前程ひどいものではない。夜間の睡眠も保たれていることを情報提供する。

主治医より～4月10日(火)に、施設のスタッフと退院に向けての面談をする予定になっている。施設内の生活で最大の問題となるのが、他入所者(特に自分より弱い人間)に対する暴力行為である。ただ、最近の状態を保てるようであれば退院の方向を考えていく。

· 中里裕次郎様

スタッフより～興奮や粗暴的となることなく経過している。療養環境にも慣れてきた様子が伺えるが、日中臥床していることも目立ってきている。夜間の睡眠状態について、深夜帯にて中途覚醒が見られホール内を徘徊したり他患者様の睡眠を邪魔したりすること見られるため、本人の安全確保に努めていることを情報提供する。

主治医より～夜間の睡眠について改善の余地はあると思われるため、本日より睡眠薬の調整を行なうこととする。易怒性や他患者様とのトラブルは見られていないが、今後も注意するようにして下さい。













